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　山頂周辺では、初夏から秋にかけてニッコウキ
スゲ、イワカガミ、チングルマなどの高山植物が
咲きほこり、山の四季に彩りを添えてくれます。

　

森
吉
山
山
腹
に
は
広
大
な
ブ
ナ
林
が
広
が
り
、

四
季
を
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な
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を
見
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て
く
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
標
高
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０
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ｍ
付
近
か
ら
は
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ラ
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）
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に
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り
、
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頂
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か
け
て
の
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道
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で
は
多
く
の
高
山
植
物
を

鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
。

　

こ
の
よ
う
な
森
吉
山
の
自
然
に
身
近
に
親
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
年
も
夏
か
ら
秋
に

か
け
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ゴ
ン
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が
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行
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れ
ま
す
。
期
間
は
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日
か
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間
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）
。
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ひ
一
度
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だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

▼
北
秋
田
市
商
工
観
光
課　

62-

６
６
３
９

▼
阿
仁
支
所
観
光
振
興
課　

82-

２
１
１
７

　

森
吉
山
山
腹
に
は
広
大
な
ブ
ナ
林
が
広
が
り
、

四
季
を
通
じ
て
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
付
近
か
ら
は
オ
オ

シ
ラ
ビ
ソ
（
モ
ロ
ビ
）
林
に
変
わ
り
、
山
頂
に

か
け
て
の
登
山
道
脇
で
は
多
く
の
高
山
植
物
を

鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
。

　

こ
の
よ
う
な
森
吉
山
の
自
然
に
身
近
に
親
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
年
も
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
ゴ
ン
ド
ラ
が
運
行
さ
れ
ま
す
。
期
間
は

６
月
11
日
か
ら
10
月
30
日
ま
で
で
す
（
運
休
期

間
あ
り
）
。
ぜ
ひ
一
度
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

▼
北
秋
田
市
商
工
観
光
課　

62-

６
６
３
９

▼
阿
仁
支
所
観
光
振
興
課　

82-

２
１
１
７

■
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
森
吉
山
紀
行

■
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
森
吉
山
紀
行

　

毎
年
８
月
16
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
夕
暮
れ
か
ら
は

先
祖
供
養
の
灯
篭
が
川
面
を
流
れ
、
幼
想
的
な
雰
囲

気
の
中
、
創
造
花
火
や
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
次
々
に

打
ち
上
げ
ら
れ
、
山
峡
に
こ
だ
ま
し
た
音
と
光
の
競

演
が
見
事
で
す
。

　阿仁鉱山の歴史と繁栄を物語る貴重
な史料の保存と、先人から受け継いだ
文化史料を後世に伝えるために建てら
れました。

　明治15年（1882年）に阿仁鉱山の外国人技
師のために建てられた煉瓦の官舎で、現存する
県内最古のルネサンス風洋風の建築です。
 鉱山の町として鹿鳴館時代に先駆けて文明の
先達を果した当時の繁栄を物語る建物です。

　平氏または源氏の武将が伝えたとされる
民俗芸能で、歌詞の内容も文学的にすぐれ、
舞の形式は能楽の先駆をなす幸若舞の以前
のものであり永い伝統を持っています。古
代人の情熱とマタギ武人の格調高い勇壮な
舞は、秋田を代表する郷土芸能として広く
紹介されています。

　

７
月
上
旬
か
ら
見
ご
ろ
と
な
る
阿
仁
の
花
し

ょ
う
ぶ
祭
り
は
、
１
８
０
種
３
０
０
万
本
が
咲

き
誇
り
訪
れ
る
人
を
魅
了
し
ま
す
。

　

今
年
は
７
月
３
日
（
日
）
〜
７
月
17
日
（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
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（平成16年国重要無形民俗文化財指定）

（平成２年国重要有形文化財指定）
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■花火大会と灯篭流し

■阿仁郷土文化保存伝承館

■旧阿仁鉱山外国人官舎（異人館）

■根子番楽


